
大
阪
湾
の
朝
日
望
め
る
眺
望
自
慢

洲本温泉（兵庫県）

宿
泊
で
楽
し
む「
本
物
体
験
」

１
ヵ
月
間
の「
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
花
火
」

上諏訪温泉（長野県）奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み

観音温泉（静岡県）

飲
泉
・
自
家
源
泉
か
け
流
し
の
秘
湯

標
高

㍍
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト

雲仙温泉（長崎県） 地
域
で「
孫
六
温
泉
」再
生
を
支
援

乳頭温泉郷（秋田県）

地
域
団
体
商
標
の
登
録
も
実
現

里
山
の
自
然
、文
化
を
次
代
に
継
承

松之山温泉（新潟県）

ガラティア観音乃湯
星空の満天露天風呂

観音温泉ピグマリオン
部屋付き露天風呂

　
伊
豆
奥
下
田
の
豊
か
な
山
間

に
た
た
ず
む
観
音
温
泉
は
、
全

て
の
お
も
て
な
し
に
、
「
飲
泉

・
自
家
源
泉
か
け
流
し
の
極
上

源
泉
」
が
息
づ
い
て
い
る
。
湯

量
豊
富
な
、
３
本
の
源
泉
か
ら

湧
き
出
る
ア
ル
カ
リ
源
泉
は
、

桁
外
れ
（
硬
度
１
・
０
未
満
）

の
超
軟
水
で
、
美
容
成
分
シ
リ

カ
を
豊
富
に
含
む
類
い
ま
れ
な

泉
質
だ
。
浴
す
と
産
ま
れ
た
て

の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
肌
が
ス

ベ
ス
ベ
に
な
る
こ
と
か
ら
、

〝
美
肌
を
超
越
し
た
う
ぶ
肌
の

湯
〟
と
い
う
代
名
詞
が
つ
い
た

ほ
ど
。
飲
泉
に
も
最
適
で
、
や

さ
し
い
口
当
た
り
で
ほ
の
か
に

甘
い
テ
イ
ス
ト
は
、
過
去
モ
ン

ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
３
年
連
続

金
賞
を
受
賞
し
、
最
高
位
で
あ

る
最
高
金
賞
を
獲
得
し
た
。

　
宿
泊
棟
は
、
全
室
露
天
風
呂

付
き
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
奥
座

敷
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
、
満
天

ひ
の
き
風
呂
付
き
客
室
「
本

館
」
、
森
林
ゾ
ー
ン
に
た
た
ず

む
庭
園
ひ
の
き
風
呂
付
き
の
客

室
「
正
運
館
」
、
２
０
２
２
年

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
３
世
代
で

同
時
に
宿
泊
可
能
な
コ
ネ
ク
テ

ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
誕
生
し
た

「
離
れ
　
産
土
（
う
ぶ
す
な
）

亭
」
の
四
つ
の
館
か
ら
な
る
。

　
大
浴
場
は
、「
星
空
の
満
天
露

天
風
呂
」「
森
の
サ
ウ
ナ
」
を
は

じ
め
と
し
た

も
の
温
泉
施
設

が
好
評
で
宿
泊
者
専
用
の
「
ガ

ラ
テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」、よ
り
多

く
の
方
に
観
音
温
泉
を
気
軽
に

体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
女
将
の
願
い
か
ら
誕
生
し
た

日
帰
り
温
泉
「
観
音
プ
リ
ン
シ

プ
ル
」
の
二
つ
。
ど
ち
ら
も
敷

地
内
の
ひ
の
き
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
、
や
さ
し
い
香
を
醸
し

出
す
大
総
ひ
の
き
風
呂
が
自
慢

だ
。
特
筆
す
べ
き
は
〝
源
泉
か

け
流
し
〟
に
対
す
る
女
将
の
こ

だ
わ
り
で
、
大
浴
場
か
ら
部
屋

付
き
の
内
湯
ま
で
、
ほ
ぼ
全
て

の
湯
舟
で
〝
飲
泉
・
自
家
源
泉

か
け
流
し
〟を
実
現
し
て
い
る
。

　
裏
山
の「
観
音
農
園
ハ
ウ
ス
」

で
は
「
彼
の
地
に
お
越
し
い
た

だ
い
た
お
客
さ
ま
に
は
、
地
場

の
〝
天
然
の
恵
み
〟
で
お
も
て

な
し
を
…
」
と
い
う
「
地
産
地

消
」
の
考
え
方
に
共
鳴
し
、
数

十
種
類
も
の
野
菜
が
無
農
薬
で

栽
培
さ
れ
て
お
り
、
お
食
事
処

で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も

芳
醇
な
甘
さ
が
自
慢
の
「
観
音

温
泉
ト
マ
ト
」
は
大
好
評
で
、

お
土
産
と
し
て
も
お
客
さ
ま
に

提
供
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
内

で
は
、
温
度
・
湿
度
管
理
を
温

泉
地
熱
や
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

で
行
い
、
地
球
に
や
さ
し
い
資

源
循
環
型
の
活
用
を
実
践
し
て

い
る
。農
園
ハ
ウ
ス
以
外
に
も
、

敷
地
内
で
は
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培

や
自
家
製
の
「
山
桃
酒
」
「
梅

酒
」
づ
く
り
も
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
お
食
事
処
で
提
供
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
自
ら

が
漬
け
込
み
、
昔
な
が
ら
の
天

日
干
で
仕
上
げ
た
〝
源
泉
梅
干

し
〟
も
大
好
評
で
お
土
産
の
人

気
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
豊
か

な
ア
ル
カ
リ
活
性
（
ｐ
Ｈ
９
・

５
）
の
観
音
温
泉
水
を
使
う
こ

と
に
よ
り
、
梅
本
来
の
ま
ろ
や

か
な
味
わ
い
が
引
き
出
さ
れ
た

自
慢
の
逸
品
だ
。

　
雲
仙
温
泉（
長
崎
県
雲
仙
市
）

は
九
州
・
島
原
半
島
の
ほ
ぼ
中

央
、
標
高
約
７
０
０
㍍
に
あ
る

高
原
リ
ゾ
ー
ト
。
温
泉
は
開
湯

１
３
０
０
年
と
い
わ
れ
る
古
い

歴
史
を
持
ち
、
明
治
時
代
か
ら

避
暑
地
、
保
養
地
と
し
て
人
気

を
集
め
る
ほ
か
、
１
９
３
４
年

に
は
日
本
第
１
号
の
国
立
公
園

と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　
地
中
か
ら
高
温
の
温
泉
と
噴

気
が
激
し
く
噴
出
す
る
「
雲
仙

地
獄
」
が
こ
の
地
を
代
表
す
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
周
囲
に
強

い
硫
黄
臭
が
立
ち
込
め
、
湯
け

む
り
が
も
う
も
う
と
噴
出
す
る

さ
ま
は
、
ま
さ
に
地
獄
そ
の
も

の
。
地
獄
の
景
色
を
一
望
す
る

「
八
万
地
獄
展
望
所
」
、
噴
気

活
動
が
活
発
な
「
お
糸
地
獄
」

「
大
叫
喚
地
獄
」
な
ど
が
格
好

の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
一
帯
は

散
策
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
足
を
置
く
と
地
熱
や
噴
気

を
体
感
で
き
る
「
足
蒸
し
」
、

地
獄
の
蒸
気
を
使
っ
て
蒸
し
上

げ
る
名
物
の
温
泉
た
ま
ご
を
販

売
す
る
「
雲
仙
地
獄
工
房
」
な

ど
の
休
憩
ど
こ
ろ
も
あ
る
。

　
雲
仙
地
獄
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

は
、
長
崎
半
島
東
岸
と
島
原
半

島
西
岸
に
囲
ま
れ
た
橘
湾
の
海

底
の
マ
グ
マ
だ
ま
り
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
マ
グ
マ
だ
ま

り
か
ら
発
生
し

た
高
温
高
圧
の

ガ
ス
は
、
岩
盤
の
裂
け
目
を
通

っ
て
上
昇
し
、
そ
の
途
中
で
化

学
反
応
を
起
こ
し
て
い
っ
た
ん

高
温
熱
水
と
な
る
。
そ
の
熱
水

の
沸
騰
に
よ
り
生
じ
た
ガ
ス
が

激
し
い
噴
気
と
な
っ
て
現
れ
て

い
る
と
い
う
。

　
雲
仙
の
温
泉
は
、
こ
の
ガ
ス

と
周
り
の
山
か
ら
の
地
下
水
が

混
ざ
り
合
っ
て
生
成
さ
れ
た
も

の
。
泉
質
は
硫
酸
酸
性
の
硫
黄

泉
で
、
強
い
酸
性
を
示
す
。
最

高
温
度

度
。
主
成
分
は
鉄
イ

オ
ン
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
、

硫
酸
イ
オ
ン
で
、
リ
ウ
マ
チ
、

糖
尿
病
、
皮
膚
病
に
特
に
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
地
獄
の
熱
を
利
用
し
て
温
水

を
つ
く
る
「
か
ん
つ
け
」
は
こ

の
地
な
ら
で
は
の
シ
ス
テ
ム
。

温
泉
街
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
利

用
し
、
自
然
を
活
用
し
た
ボ
イ

ラ
ー
い
ら
ず
の
エ
コ
な
シ
ス
テ

ム
と
し
て
古
く
か
ら
定
着
し
て

い
る
。

　
温
泉
街
に
近
い
仁
田
峠
は
、

春
に
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
、
夏
に

新
緑
、
秋
に
紅
葉
、
冬
に
霧
氷

と
、
四
季
折
々
の
自
然
を
感
じ

ら
れ
る
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
。
峠

ま
で
は
全
長

・
３
㌔
の
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
が
通
じ
、
途
中
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
樹
林
を
縫
い
、
有

明
海
、
橘
湾
の
海
洋
美
や
九
重

連
山
の
展
望
を
楽
し
み
な
が
ら

快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
が
で
き
る
。

峠
の
駐
車
場
か
ら
は
標
高
１
３

３
３
㍍
の
妙
見
岳
山
頂
を
結
ぶ

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
運
行
。
半
島

と
海
の
雄
大
な
景
色
を
一
望
す

る〝
空
の
散
歩
〟を
楽
し
め
る
。

　
火
山
に
よ
る
肥
沃
な
土
地
に

恵
ま
れ
た
雲
仙
は
、
食
の
宝
庫

で
も
あ
る
。
多
種
多
様
な
農
産

物
が
作
ら
れ
、
山
間
部
で
は
酪

農
が
盛
ん
。
温
泉
の
蒸
気
を
使

っ
た
蒸
し
料
理
な
ど
、
こ
の
地

な
ら
で
は
の
食
を
楽
し
め
る
。

古
く
か
ら
多
く
の
外
国
人
が
避

暑
で
訪
れ
、
か
つ
丼
に
デ
ミ
グ

ラ
ス
ソ
ー
ス
を
か
け
た
丼
料
理

を
食
べ
て
い
た
と
い
う
歴
史
に

な
ら
い
、
新
た
な
名
物
「
雲
仙

ハ
ヤ
シ
」
が
近
年
、
売
り
出
さ

れ
て
い
る
。

雲仙温泉全景

雲
仙
地
獄

▶
湯
め
ぐ
り
帖
　
　
　
　
　
　
▼
湯
め
ぐ
り
号

　
十
和
田
・
八
幡
平
国
立
公
園

の
乳
頭
山
麓
に
あ
る
乳
頭
温
泉

郷
（
秋
田
県
仙
北
市
）
。
ブ
ナ

の
森
に
七
つ
の
宿
が
点
在
し
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
源
泉
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
泉
質
の
湯
が
湧
き
出

て
い
る
。
あ
こ
が
れ
の
秘
湯
と

し
て
人
気
が
高
い
。

　
　
　
　
乳
頭
は
七
湯
で
一
つ

　
　
　
　
湯
め
ぐ
り
帖
も
販
売

　
乳
頭
温
泉
郷
の
７
軒
は
、
鶴

の
湯
、
妙
乃
湯
、
黒
湯
温
泉
、

蟹
場
温
泉
、
孫
六
温
泉
、
大
釜

温
泉
、
休
暇
村
乳
頭
温
泉
郷
。

「
七
つ
の
宿
、
七
つ
の
湯
」
と

し
て
、
７
軒
が
一
体
と
な
り
、

長
年
に
わ
た
っ
て
誘
客
促
進
や

地
域
づ
く
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
例
え
ば
、
七
湯
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
を
堪
能
し
て
も
ら
う
た

め
、
乳
頭
温
泉
郷
の
宿
泊
客
に

限
定
し
て
「
湯
め
ぐ
り
帖
」

（
大
人
２
５
０
０
円
、
こ
ど
も

千
円
）
を
各
施
設
の
フ
ロ
ン
ト

で
販
売
し
て
い
る
。
販
売
か
ら

１
年
間
の
有
効
期
間
内
で
あ
れ

ば
、
７
軒
そ
れ
ぞ
れ
に
１
回
入

浴
で
き
る
。

　
加
え
て
「
湯
め
ぐ
り
帖
」
で

は
、
乳
頭
温
泉
郷
内
を
循
環
し

て
い
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
「
湯
め

ぐ
り
号
」
に
乗
車
で
き
る
。
ま

た
、
日
帰
り
入
浴
客
に
も
販
売

し
て
い
る「
湯
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
」

（
千
円
）
は
、
入
浴
料
は
含
ま

れ
て
い
な
い
が
、
販
売
日
に
限

っ
て
「
湯
め
ぐ
り
号
」
が
１
日

乗
り
放
題
に
な
る
。

　
　
　
事
業
協
同
組
合
を
設
立

　
　
　
地
域
団
体
商
標
に
登
録

　
乳
頭
温
泉
郷
の
宿
７
軒
は
、

２
０
２
３
年
７
月
に
事
業
協
同

組
合
を
設
立
し
た
。
従
来
の
温

泉
組
合
と
い
う
任
意
団
体
か

ら
、
県
知
事
の
認
可
に
よ
る

「
乳
頭
温
泉
郷
協
同
組
合
」
に

態
勢
を
一
新
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
旅
行
者
の
誘
客
・
受
け

入
れ
、
人
材
の
確
保
な
ど
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
環
で

は
、
秋
田
県
仙
北
市
の
「
乳
頭

温
泉
郷
」
と
し
て
、

年
４
月

に
地
域
団
体
商
標
へ
の
登
録
を

実
現
し
た
。
乳
頭
温
泉
郷
協
同

組
合
が
発
足
直
後
の

年
９
月

に
出
願
し
、
特
許
庁
か
ら
登
録

が
認
め
ら
れ
た
。
地
域
名
と
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
名
の
組
み
合
わ

せ
で
登
録
す
る
地
域
団
体
商
標

は
、
商
標
法
の
保
護
が
受
け
ら

れ
る
。地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
保
護
、

競
争
力
の
強
化
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
　
地
域
挙
げ
て
事
業
継
続

　
　
　
孫
六
温
泉
が
秋
に
再
開

　
乳
頭
温
泉
郷
は
危
機
も
乗
り

越
え
た
。
年
、孫
六
温
泉
が
後

継
者
の
不
在
や
人
材
不
足
の
た

め
、事
業
の
継
続
を
断
念
す
る

と
い
う
事
態
に
直
面
。こ
れ
に

対
し
他
の
宿
は
、「
乳
頭
温
泉
郷

は
七
湯
で
一
つ
」「
孫
六
温
泉
の

灯
を
絶
や
す
な
」と
の
思
い
で

一
致
し
、共
同
で
出
資
す
る
形

で
、孫
六
温
泉
の
経
営
を
地
域

で
受
け
継
ぐ
こ
と
に
し
た
。

　
孫
六
温
泉
は
、観
光
庁
の
補

助
事
業「
地
域
一
体
と
な
っ
た

観
光
地
・
観
光
産
業
の
再
生
・
高

付
加
価
値
化
事
業
」も
活
用
し

て
改
装
工
事
中
。「
山
の
薬
師

湯
」と
い
わ
れ
る

秘
湯
の
魅
力
は
そ

の
ま
ま
に
、新
た

に「
孫
六
温
泉
―

六
庵
―
」と
し
て

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感

の
あ
る
宿
に
生
ま

れ
変
わ
る
。
年

秋
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
。

谷
あ
い
に
９
軒
の
宿
が
肩
を
寄
せ
合
う
　

画
像
提
供
＝（
一
社
）十
日
町
市
観
光
協
会

　
豊
か
な
森
と
水
、温
泉
に
育

ま
れ
た
里
山
文
化
が
息
づ
く
松

之
山
温
泉（
新
潟
県
十
日
町
市
）

で
は
、９
軒
の
温
泉
旅
館
が「
環

境
保
全
と
文
化
の
伝
承
者
」と

な
り
、「
持
続
可
能
な
エ
コ
ビ
レ

ッ
ジ
」を
掲
げ
て
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。観
光
、交
流
の

力
を
生
か
し
、地
域
に
綿
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
行
事

や
景
観
、食
文
化
を
次
代
に
残

そ
う
と
し
て
い
る
。

　
自
慢
の
温
泉
は
、
７
０
０
～

８
０
０
年
前
、
傷
つ
い
た
タ
カ

が
毎
日
同
じ
場
所
に
舞
い
降
り

る
の
を
見
た
木
こ
り
が
発
見
し

た
と
伝
わ
る
。
古
く
か
ら
の
湯

治
場
で
、
草
津
、
有
馬
と
並
ぶ

「
日
本
三
大
薬
湯
」
の
一
つ
。

１
千
万
年
以
上
前
に
地
中
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
海
水
が
湧
き
出

る
「
化
石
海
水
温
泉
」
。
泉
質

は
塩
化
物
泉
で
、
殺
菌
、
温
浴

の
効
果
が
高
い
と
さ
れ
る
。
温

泉
旅
館
以
外
に
も
、
共
同
浴
場

「
鷹
の
湯
」
な
ど
で
体
験
で
き

る
。

　
温
泉
の
恵
み
と
共
に
、
地
元

で
大
切
に
さ
れ
て

い
る
伝
統
行
事
が

あ
る
。
小
正
月
行

事
の
「
む
こ
投
げ

・
す
み
塗
り
」だ
。

む
こ
投
げ
は
毎
年

１
月

日
、
前
年

に
結
婚
し
た
む
こ

を
か
つ
ぎ
、
薬
師

堂
の
境
内
か
ら
雪

の
斜
面
へ
投
げ
落

と
す
。
す
み
塗
り

は
、
灰
と
雪
を
混

ぜ
た
も
の
を
「
お

め
で
と
う
」
と
言

い
な
が
ら
顔
に
塗

り
合
う
。
少
々
荒

っ
ぽ
い
豪
雪
地
帯

の
奇
祭
だ
が
、
無
病
息
災
、
家

業
繁
栄
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
今
で
は
外
国
人
を
含

む
観
光
客
が
見
学
に
訪
れ
、
む

こ
の
一
般
募
集
も
行
わ
れ
て
い

る
が
、
地
域
の
祭
り
と
し
て
の

本
質
を
見
失
わ
な
い
よ
う
伝
統

が
大
事
に
さ
れ
て
い
る
。

　
里
山
の
景
観
保
全
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
丘
陵
部
に
広
が

る
森
林
は
、
大
正
末
期
、
木
炭

に
す
る
た
め
全
て
伐
採
さ
れ
た

が
、翌
年
春
、一
斉
に
芽
生
え
、

約
３
千
本
の
立
ち
姿
の
美
し
い

ブ
ナ
の
森
林
に
な
っ
た
。
「
美

人
林
」
と
呼
ば
れ
、
散
策
が
楽

し
め
る
。
美
人
林
で
は
、
毎
年

七
夕
の
頃
、
野
外
ダ
イ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
。
温

泉
旅
館
の
料
理
人
、
松
之
山
温

泉
に
ゆ
か
り
の
あ
る
有
名
シ
ェ

フ
が
腕
を
ふ
る
い
、
里
山
の
自

然
や
食
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た

料
理
を
提
供
す
る
。

　
里
山
の
景
観
の
中
に
現
代
ア

ー
ト
作
品
を
展
示
す
る
「
大
地

の
芸
術
祭
」
は
、
松
之
山
温
泉

を
含
む
越
後
妻
有
地
域
で
３
年

に
１
度
開
催
さ
れ
て
い
る
。
松

之
山
温
泉
に
は
、
２
０
１
８
年

の
展
示
作
品
、
ス
ペ
イ
ン
の
芸

術
家
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
シ
エ

ラ
氏
の「
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ン
ボ
ル
」

が
今
も
設
置
さ
れ
、
人
気
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
作
品
の

モ
チ
ー
フ
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
シ

ェ
リ
ー
酒
の
老
舗
オ
ズ
ボ
ー
ン

社
の
黒
い
雄
牛
の
像
。
作
品
を

き
っ
か
け
に
ス
ペ
イ
ン
や
シ
ェ

リ
ー
酒
を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流

に
も
発
展
し
て
い
る
。
「
大
地

の
芸
術
祭
」
は
今
年
が
開
催
年

で
、
７
月

日
に
開
幕
、

月


日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

緑
が
映
え
る
夏
の
美
人
林

小
正
月
の
伝
統
行
事
「
む
こ
投

げ
」
を
地
域
で
受
け
継
ぐ
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２年ものに比べて大きく育った３年トラフグ

　
淡
路
島
の
南
東
に
位
置
す
る

洲
本
温
泉
。
大
阪
湾
に
面
す
る

海
岸
沿
い
に
旅
館
ホ
テ
ル
が
立

ち
並
び
、
淡
路
島
観
光
の
拠
点

と
し
て
人
気
の
温
泉
地
だ
。
各

旅
館
ホ
テ
ル
と
も
眼
前
に
広
が

る
大
阪
湾
の
眺
望
が
自
慢
。
施

設
に
よ
っ
て
は
、
大
浴
場
や
露

天
風
呂
、
各
客
室
の
露
天
風
呂

か
ら
、
大
阪
湾
越
し
に
顔
を
出

す
朝
日
を
望
む
こ
と
が
で
き

る
。
潮
風
に
吹
か
れ
つ
つ
、
朝

日
が
作
る
「
光
の
道
」
の
絶
景

を
堪
能
で
き
る
の
は
、
洲
本
温

泉
な
ら
で
は
の
楽
し
み
だ
。

　「
御
食
国（
み
け
つ
く
に
）」

と
し
て
古
代
か
ら
朝
廷
に
食
材

を
献
上
し
て
い
た
淡
路
島
は
、

現
在
も
漁
業
、
農
業
、
畜
産
業

が
盛
ん
で
あ
り
、
食
の
宝
庫
。

島
内
の
食
糧
自
給
率
は
１
１
０

％
に
及
ぶ
。
洲
本
温
泉
を
含
む

島
内
の
各
旅
館
ホ
テ
ル
で
も
、

「
食
の
島
・
淡
路
島
」
を
実
感

で
き
る
よ
う
な
、
地
元
産
品
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
季
節
折
々

の
料
理
を
存
分
に
楽
し
め
る
。

　
淡
路
島
の
名
産
と
い
え
ば
タ

マ
ネ
ギ
や
淡
路
ビ
ー
フ
、
夏
に

旬
を
迎
え
る
ハ
モ
が
有
名
だ

が
、
こ
れ
か
ら
の
冬
の
季
節
の

一
押
し
は
「
淡
路
島
３
年
ト
ラ

フ
グ
」
だ
。
通
常
は
２
年
程
度

で
出
荷
さ
れ
る
養
殖
フ
グ
だ

が
、
淡
路
島
で
は
さ
ら
に
１
年

大
切
に
育
て
て
か
ら
出
荷
す

る
。
通
常
の
１
・
５
～
２
倍
ほ

ど
の
大
き
さ
に
育
っ
た
ト
ラ
フ

グ
は
、
身
が
締
ま
り
、
旨
味
も

深
さ
を
増
す
。
さ
ら
に
、
た
っ

ぷ
り
と
太
っ
た
白
子
の
食
べ
応

え
と
濃
厚
さ
は
特
筆
も
の
だ
。

　
淡
路
島
の
入
り
口
の
明
石
海

峡
大
橋
ま
で
は
大
阪
か
ら
車
で

約
１
時
間

分
、
京
都
か
ら
も

１
時
間

分
ほ
ど
で
、
眺
望
と

温
泉
と
食
を
楽
し
め
る
淡
路

島
。現
在
は
さ
ら
に
、島
の
生
業

や
自
然
、歴
史
・
文
化
の「
本
物
」

を
体
験
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

充
実
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

７
～
９
月
限
定
で
行
っ
て
い
る

「
海
ホ
タ
ル
シ
ョ
ー
」
は
、
島

北
部
の
穏
や
か
な
ビ
ー
チ
で
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
案
内
を

受
け
な
が
ら
、
海
ホ
タ
ル
の
鑑

賞
や
海
ホ
タ
ル
す
く
い
な
ど
を

体
験
で
き
る
、
淡
路
島
な
ら
で

は
の
内
容
。
車
な
ら
ば

分
ほ

ど
で
南
北
の
端
か
ら
端
ま
で
行

き
来
で
き
る
淡
路
島
な
の
で
、

洲
本
温
泉
に
宿
泊
し
な
が
ら
参

加
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
だ
。

　
来
年
は
、
２
０
２
５
大
阪
・

関
西
万
博
の
開
幕
に
先
立
つ
３

月

日
か
ら

月

日
ま
で

「
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ
島
博
」を
開
催
。

持
続
可
能
な
島
内
の
営
み
な
ど

を
体
験
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を


件
ほ
ど
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
、
万
博
の
来
訪
者
に
淡
路
島

の
あ
り
の
ま
ま
の
魅
力
を
体
験

し
て
も
ら
お
う
と
準
備
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
大
半
は

グ
ル
ー
プ
だ
け
で
楽
し
め
る
１

組
限
定
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
プ
ラ

ン
。
地
元
生
産
者
ら
と
よ
り
深

く
関
わ
り
な
が
ら
、
じ
っ
く
り

と
本
物
の
淡
路
島
を
体
験
し
て

も
ら
い
た
い
考
え
だ
。

露
天
風
呂
花
火

　
長
野
県
の
中
央
に
位
置
す
る

諏
訪
市
は
精
密
機
械
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ

る
一
方
、
信
州
最
大
の
湖
で
あ

る
諏
訪
湖
に
代
表
さ
れ
る
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
の
顔
も
併
せ
持

つ
。
そ
の
代
表
格
は
温
泉
で
、

諏
訪
湖
畔
に
あ
る
「
上
諏
訪
温

泉
」
は
、
豊
富
な
湯
量
を
誇
る

県
を
代
表
す
る
温
泉
地
と
な
っ

て
い
る
。

　
市
内
に
は
数
カ
所
の
源
泉
が

あ
り
、
泉
質
は
肌
に
や
さ
し
い

弱
ア
ル
カ
リ
性
。
観
光
経
済
新

聞
社
が
主
催
す
る
「
に
っ
ぽ
ん

の
温
泉
１
０
０
選
」
の
２
０
２

３
年
の
総
合
順
位
は
第

位
。

数
多
く
の
温
泉
地
を
抱
え
る
県

の
中
で
も
第
４
位
に
つ
け
て
い

る
。

　
夏
の
上
諏
訪
温
泉
と
い
え
ば

花
火
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多

い
だ
ろ
う
。
例
年
７
月
下
旬
か

ら
８
月
下
旬
の
約
１
カ
月
間
開

催
さ
れ
る
「
諏
訪
湖
サ
マ
ー
ナ

イ
ト
花
火
」。期
間
中
は
毎
晩
、

午
後
８
時

分
か
ら

分
間
、

花
火
が
上
が
る
。

　
も
う
１
カ
所
、
諏
訪
湖
と
並

び
訪
問
し
た
い
景
勝
地
と
し
て

霧
ヶ
峰
が
あ
る
。
１
９
７
３
年

に
県
立
の
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

「
長
野
県
霧
ヶ
峰
自
然
保
護
セ

ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
館

内
で
は
、
そ
こ
で
し
か
見
ら
れ

な
い
動
植
物
や
地
質
、
歴
史
な

ど
を
実
物
や
写
真
パ
ネ
ル
で
紹

介
。

年
に
全
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
眺
望
が
抜
群
の
テ
ラ
ス

を
設
け
た
。
ま
た
、
映
像
に
よ

る
紹
介
を
新
し
く
し
た
ほ
か
、

展
示
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
、
霧
ヶ
峰
の
魅
力
が
さ
ら
に

体
感
で
き
る
施
設
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

　
諏
訪
で
今
、
ブ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
の
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ

だ
。
今
年
の
４
月
、
諏
訪
湖
を

１
周
（

㌔
㍍
）
で
き
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
全
線
開

通
。
市
で
は
電
動
ア
シ
ス
ト
付

き
自
転
車
（
Ｅ
バ
イ
ク
）
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
お
り
、
「
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
平
坦
で

走
り
や
す
い
が
、
Ｅ
バ
イ
ク
を

使
え
ば

分
で
走
破
で
き
る
」

と
諏
訪
観
光
協
会
。

　
「
諏
訪
湖
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
」

は
諏
訪
湖
を
満
喫
で
き
る
ガ
イ

ド
付
き
の
２
時
間
ツ
ア
ー
。
こ

ぎ
方
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

丁
寧
に
指
導
す
る
た
め
初
心
者

も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
。
併

せ
て
、
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
花
火
が

開
催
中
、毎
日
行
う「
サ
マ
ー
ナ

イ
ト
ク
ル
ー
ズ
」
も
お
薦
め
の

体
験
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
諏
訪
は
日
本
酒
の
街
で
も
あ

る
。市
の
甲
州
街
道
沿
い
に
は
、

「
舞
姫
」
「
麗
人
」
「
本
金
」

「
横
笛
」
「
真
澄
」
の
五
つ
の

酒
蔵
が
あ
る
。
霧
ヶ
峰
の
伏
流

水
で
醸
造
し
た
日
本
酒
を
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
「
上
諏
訪
街
道

ま
ち
あ
る
き
呑
み
あ
る
き
」
は


月
５
日
に
開
催
さ
れ
る
。

　
市
に
は
美
術
館
が
多
い
こ
と

も
知
ら
れ
て
い
る
。
「
諏
訪
市

美
術
館
」
を
は
じ
め
、
「
諏
訪

市
原
田
泰
治
美
術
館
」
や
「
北

澤
美
術
館
」
な
ど
、
諏
訪
湖
畔

に
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
集

結
す
る
。
諏
訪
湖
周
の
美
術
館

や
博
物
館
に
加
え
高
島
城
な
ど


施
設
が
参
加
す
る
「
諏
訪
湖

ま
ち
じ
ゅ
う
芸
術
祭
」
は
今
年

も
９
月
７
～

日
の

日
間
、

開
催
さ
れ
る
。


